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明治・大正期の精神医学教科書に見る「聾唖と精神病」の関係性
～ 呉秀三と三宅鑛一 ～

當　間　正　敏
関東聾史研究会

あらまし： 本稿においては、近代日本において精神病と聾唖がどのように結び付けられて

いたかについて、明治から大正期にかけて発行された精神医学教科書のなかでも呉秀三と

三宅鑛一の両名による教科書を中心に検証した。その結果、両名の教科書において、白癡

及び白痴の項目において、この精神病の特徴として聾または唖が列挙されていることがわ

かった。

１．はじめに

　明治から大正にかけて東京府巣鴨病院
（現東京都立松沢病院）に入院していた
聾唖（唖・聾・耳聾含む）患者の精神病
名に「白癡」「續癡狂」「中酒狂」「早發
性癡呆」「癲癇性精神病」があてられて
いることは、當間（2012）によって明ら
かになっている。
　これら精神病名の診断が正しいもので
あったかどうかを検証する過程で当時使
われていた精神医学教科書を調査した結
果、「白癡」の場合は聾が多いという記
載が呉秀三の『精神病学集要』に、そし
て三宅鑛一は「白痴」患者には聾及び唖
が多いとの指摘を『精神病診断及治療学』
にておこなっていることがわかった。こ
れらはいずれも明治から大正期にかけて
発行された精神医学教科書である。
　そこで本稿においては、この『精神病
学集要』及び『精神病診断及治療学』に
みることができる精神病と聾唖の関係性
について整理した。

２．明治から大正にかけての
　　主な精神医学教科書

　日本における近代精神医学教科書の
歴 史 は 明 治 ９ 年（1876） の『 精 神 病
約説』に始まりをみる。これはHenry 
Maudsley が『System of Medicine』の
第２巻で書いた“Insanity”（精神病）
を基に、京都癲狂院の医局員であった神
戸文哉が翻訳して発行したものである。
　その後、明治20 年代から30 年代にか
けて日本人による近代精神医学教科書が
相次いで発行されるようになる。その中
でも代表的なのは、江口譲『精神病学』
や川原凡『精神病学提綱』、石田昇『新
撰精神病学』、高松彝『精神病学綱要』
などといった優れた精神医学教科書であ
る。また、東京帝国大学医科大学教授の
呉秀三の『精神病学集要』と、呉秀三の
教え子で後に東京帝国大学医学部教授と
なる三宅鑛一の手による『精神病診断及
治療学』といった精神医学教科書は当時
としては極めて優れた内容であると評価
されていた。
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　以下、明治から大正にかけて発行され
た、精神医学教科書のうち代表的なもの
を列挙する。［表］

3．呉秀三と精神病学集要
　
　呉秀三は東京帝国大学医科大学教授と
して精神病学講座を受け持ち、東京府松
沢病院の初代院長に就任した人物であ
る。
　その呉が明治27年（1894）から28年

（1895）にかけて出した『精神病学集要』
（全２巻）は日本最初の本格的な精神医
学教科書と評価されている。この時、呉
は巣鴨病院の医局員であった。
　そして大正５年（1916）から大正14
年（1925）にかけて、『精神病学集要 後』
の続編として計３冊を出している。この
続編は呉精神医学の集大成といっても過
言ではない。なお、大正14年に呉は定年
で東京帝国大学教授を退官、東京府立松
沢病院長を辞任している。
　さて、明治28年（1895）の『精神病学
集要 後』において、呉は白癡について
47 頁を割いているが、このなかで聾唖
との関係性について述べた個所はない。
そのため、この当時、呉は白癡と聾唖の
関係性についてどう考えていたかを本書
からはみることができない。
　しかし、前述の『精神病学集要 後』
を大幅に書き改めて増補第２版として発
行された、大正７年（1918）の『精神病
学集要 後編 第１冊』における白癡の項
目にて、呉は最も重い白癡患者に見受け
られる身体的徴候として「視覚・聴覚も
不完全なことがあり（盲・半盲・聾）」
を挙げている。続いて少し軽度の白癡患

者においては、やはり身体的徴候として
「五官にも弱視重聴がある」としている。
　つまり、呉は、重い白癡の場合には聾
が関係し、それより軽い白癡は聾ではな
く重聴が関係していると考えていたよう
である。
　また、呉は台湾総督府からの依頼を受
け、明治42年（1909）から翌年の明治43
年（1910）年に調査のため台湾を訪れて
いるが、そこでクレチン病と思われる唖
者９名を診断した記録が残されている。
　そして『精神病学集要 後編 第１冊』
では「くれちにすむ」という項目（現在
はクレチン病）が置かれている。当時、
クレチン病は内因性精神疾患の一つとし
て考えられていたためである。ここで呉
は、この病気の流行が盛んな地方には聾

表　明治から大正に発行された代表的精神医学教
科書
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唖、重聴、吃語の者が多いと述べている。
直接的な原因として聾唖を挙げているわ
けではないが、クレチン病と聾唖との関
係性を意識していたのではないかと思わ
れる。

４．三宅鑛一と精神病診断及治療学
　

　三宅鑛一は東京帝国大学にて呉秀三の
門下に入り、精神病学を学び、後に東京
帝国大学医学部教授及び東京府立松沢病
院長に就任した。呉精神医学の後継者と
しても有名である。また、東京帝国大学
医科大学生理学教室教授の永井潜を理事
長として昭和５年（1930）に創立された
日本民族衛生学会にも幹部として参加し
た。
　その三宅がまだ東京帝国大学医学部
精神学講座の講師であった明治41年

（1908）、千葉医学専門学校教授であった
松本高三郎との共著という形で『精神病
診断及治療学』という精神医学教科書を
発行している。
　この『精神病診断及治療学』において、
三宅は白痴について「精神発育状態ガ児
童七八歳頃マデナルモノ」と定義してお
り、特に教化不能白痴について「知力ノ
発育最モ劣等ナルモノニシテ、第一、感
覚器ニ多クノ障礙ヲ認メラレ、盲、唖、聾、
ナルモノ少シトセズ」と述べている。こ
れに続いて、「白痴ニハ痙攣、麻痺、痛
覚脱失等ノ外、種々ノ変質徴候、頭蓋ノ
異常、色盲、重聴、鼻口腔ニ於ケル腺様
腫増殖等ノ身体的異常多シ」としている。
　以上から、三宅は呉と同様に白痴と聾
唖の関係性に言及していたことがわか
る。ここで特に注目したいのは、呉が『精

神病学集要 後編 第１冊』にて白痴と聾
唖について述べたのは大正７年であるか
ら、三宅は呉よりも17年前に、白痴と聾
唖の関係性について言及していたことに
なる。

５．まとめ
　
　東京府巣鴨病院の院長を務めた呉秀三
及び三宅鑛一はいずれも精神病の特徴と
して聾または唖があると、自らの手によ
る精神医学教科書において述べているこ
とが分かった。これらの影響及び他の教
科書調査に基づく検証並びに呉と三宅の
なかで聾唖と精神病がどのように結び付
けられていたかの更なる研究深化が求め
られるが、それは今後の課題としたい。
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　三宅鑛一・松本高三郎（1908） 『精神病診断及治
療学』,南江堂
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